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情報システム部門の役割と
人材育成

２００６年１２月６日

株式会社情報システム総研

代表取締役 繁野高仁

本日のアジェンダ

情報体系の管理

情報基盤の整備

問題解決の支援

情報システム部門の役割

人材育成
ＵＩＳＳ

プロを育成する社会基盤の整備
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情報体系の管理

データと情報

データ

情報

非属人的な事実を表すもの

発信者の意図および意味が
付与されたデータであって
受信者の解釈を伴うもの

出展：「情報システム学へのいざない」
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情報システムとコンピュータ・システム

実世界

(universe of discourse)

情報システム

コンピュータ・システム

実世界
(universe of discourse)

仮想世界

情報システム

コンピュータ・システムは
実世界のシミュレータ

データ

データ

（コンピュータ・システム）
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ＤＢＭＳの三層スキーマ構造

データベース

利用者

実世界

(universe of 
discourse)

外部スキーマ

概念スキーマ

内部スキーマ

モデル化

ANSI/X3/SPARC DBMS Model 1976

概念データモデル

ビジネス対象領域で関心のある対象物とその関連を捉える

静的モデル

動的モデル

関心のある対象物の振る舞いを捉える

組織間連携モデル

組織間連携の仕組みを捉える

機能モデル

業務機能の連鎖を捉える
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実世界の捉え方 ＜ものこと分析＞

仕事とは対象となる「もの」の状態を変えることである

仕事の対象として必須の「もの」を「要のもの」と言う

「要のもの」の状態を変えるために、最小限行わねばな
らないことを「要のこと」と言う

「もの」は「こと」で状態が変化することによって、「もの」と
して認識される

「こと」は「もの」の状態を変化させることによって、「こと」
として認識される

概念データモデルとは、ビジネス活動によって状態が変
化する「要のもの」と、その変化に必須となる「要のこと」を
モデル化したものである

参考：中村善太郎 「ものこと分析で成功するシンプルな仕事の構想法」

水を沸かす仕事の例

水道 やかん コンロ

井戸 鍋 焚火

水道から水を出す やかんをコンロにかける

井戸から水を汲む

鍋を火にかける

コンロに火を点ける

鍋に水を入れる

焚火をおこす

やかんに水を入れる
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水を沸かす仕事の要

要のもの ＝ 水

要のこと ＝ 加熱

仕事の目的：

水の温度（状態）を１００℃に変えること

「概念データモデル」 と 「ＤＯＡ」

もの こと

概念データモデル

DOAのモデル

既存システムのデータ

売上集計 出荷集計

料金科目 金融機関

要のもの 要のこと
安
定

変
動

変
動
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情報基盤の整備

情報システム構造

実世界の構造
(概念データモデル）

データ構造
（データベース／トランザクションデータ）

システム化要求

アプリケーション
ソフトウェア構造

プラットフォーム
構造

APL
プログラム

ＢＡ

ＤＡ

ＡＡ

ＴＡ

(ビジネス・アーキテクチャ）

(データ・アーキテクチャ）

(アプリケーション・アーキテクチャ）

（テクノロジ・アーキテクチャ）

業務プロセス
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（情報系ＡＰＬ）

（フロント系ＡＰＬ）

（基幹系データベースＡＰＬ）

（バックエンド系ＡＰＬ）

アプリケーション・ソフトウェア構造

フロント系
サブシステム

基幹系
サブシステム

情報系
サブシステム

業務活動

実世界

コールセンター支援
サブシステム

事務センター支援
サブシステム

代理店支援
サブシステム

基幹系ＤＢ

顧客管理
サブシステム

料金計算
サブシステム

請求収納
サブシステム

代理店管理
サブシステム

基幹系ＤＢ 基幹系ＤＢ 基幹系ＤＢ

データウェアハウス

データマート データマート データマート データマート

基幹系サブシステム構造

テ
ン
プ
レ
ー
ト

基幹系データベース
アプリケーション

顧客ＤＢ

顧客管理サブシステム

テンプレート

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
系

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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大砲 ｖｓ．ミサイル

目標（ユーザー要求）

問題解決の支援
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ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
成
熟
度

ステージ1 ＜８社＞
アプリケーション・サイロ・
アーキテクチャ

ステージ2 ＜２２社＞
標準技術アーキテクチャ

ステージ3 ＜１０社＞
合理化データ・アーキテクチャ

ステージ4
モジュール化アーキテクチャ

企業全体に対するものでは
なく個々のアプリケーションご
とのアーキテクチャの集まり。

企業規模のアーキテクチャ
であるが、技術の標準化に
よる効果を提供する。多くの
場合中央集権型である。

企業規模のＩＴアーキテクチャの
拡張であり、データとプロセスの
標準化を含む。

アプリケーション、データ、および技術
の構成要素がそれぞれ疎結合された
企業規模のグローバル標準をベース
に、アーキテクチャが構築されている。
ローカルな違いを前提にした上でグ
ローバルな標準を維持している。

IT部門主導で活動推進

IT部門だけでなく、利用部門

も巻き込み活動推進

個別最適への逆行を防ぐため全社
活動体質として根付かせる各アプリケーションの

投資効果

ＩＴコストの削減

ビジネス効率の改善

市場対応への速さ
戦略的な敏捷性《戦略目標》

ITアーキテクチャの成熟段階

情報システムの広がり

部門 全社 社会

CISR(MIT) Working Paper Apr.2003
http://mitsloan.mit.edu/cisr/
Creating a Strategic IT Architecture Competency / 
Learning in Stages, April 2003 

ビフォー・ゲイツ（ＢＧ）とアフター・ゲイツ（ＡＧ）

大小セキュリティ・リスク

大小障害の影響

使い易さ重視効率重視操作性

不確定確定処理量

不安定安定機能

システム要件

大量少量データ量

細かい粗いデータの粒度

素人専門家入力者

現場の事実確定伝票入力データ

現場入力集中入力入力ポイント

データの性格

AGBG
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情報システム部門が保有する武器

情報

情報技術

アプリケーション・ソフトウェア

人材

• 経営の観点から全体最適を考える能力

• ビジネスの現場を捉える能力

• アーキテクチャを創造する能力

• コミュニケーション能力

• プロジェクト運営能力

ＵＩＳＳ
Users’ Information 

Systems Skill Standards
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ＵＩＳＳ タスクフレームワーク

ISスキル標準対象範囲【【ISIS戦略の立案と実行戦略の立案と実行】】

事業
戦略
立案

IS戦略

立案

全社
戦略

事業
戦略
評価

IS戦略

評価

【【ISIS戦略以外の戦略以外の機能別機能別戦略戦略の立案との立案と実行実行】】

・・
・・
・

経営・管理

Ｒ＆Ｄ

生産・物流

経営・管理

Ｒ＆Ｄ

生産・物流
・・
・・
・

経営・管理

Ｒ＆Ｄ

生産・物流

経営・管理

Ｒ＆Ｄ

生産・物流
・・
・・
・

経営・管理

Ｒ＆Ｄ

生産・物流

経営・管理

Ｒ＆Ｄ

生産・物流

（戦略立案） （計画策定） （導入） （活用）（計画評価） （戦略評価）

IS企画 IS導入
IS企画

評価

プロジェクトマネジメント

IS活用

IS保守・運用

IS戦略実行マネジメント

IT基盤構築・維持・管理

個別案件

・・・
・

・
・・・

・

・
・・・

・

・
・・・

・

・
・・・

・

・
・・・

・

・

・・・

セキュリティ

システム監査

共通業務

プロを育成する
社会基盤の整備
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プロ人材育成における日本の問題点

企業間での人材流動性が乏しい（特に大企業）

ジェネラリスト指向でプロ人材の評価が低い

情報システム部門は本業とは異なる専門家集団で

あり、コストセンターとして社内的な地位が低い

情報システムに対する経営者の理解とトップダウン

のリーダーシップが乏しい

情報システム部門におけるプロ人材育成試案

情報システム部門のプロ人材が、企業の
枠を超えて適材適所で活躍できるような、
社会的な基盤を形成する

• ＵＩＳＳによって、情報システム部門の機能と人

材について定義し、人材流動化のベースとする。

• 産学協同で、プロ人材を育成するための教育

環境を整備する。

• 情報システム部門に不足する機能を一時的に

補完したり、足りない人材を斡旋するサービスを

行なう。


